ソノゴ ノ イガクブ ト ブンリツ (ダイゴ コウトウ ガッコウ ゼンキ ; ダイ4セツ) by 第五高等學校開校五十年記念會 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ????????? (???????? ; ?4?)
Author(s)??????????????
Citation??????: 223-240
Issue date1939-03-03
Type Book
URL http://hdl.handle.net/2298/10788
Right ????????????
第
三
部
課
程
表所謂
赤
丸
の
愛
表
右に就いて多少の説明を加ふれば、第一部に於ては、第三年の専門的類別を除き、倫理は第三年のみに之を課
し、地理・數學・物理・化學・動物及植物・地質及鑛物。經濟通論を腰して、論理及び心理を加へ、法科大學志
望者には經濟通論を欲き、哲學科志望者には論理・心理を妖含、その代りに數學と物理とを課し、法科大學志望
者には、随意科として羅甸語を課することを得しめ、第一一部に於ては、大差なきも志望學科に依りては、學課に
多少の相違があり、倫理は、第一・第一一一部と同じく、第三年にのみ之を課し、漢文は、第一一・第一一一部より之を除
き、第三部に於ては、學科に異同はない。総じて之を一一一一百へば、外國語の尊重は著しいことで、即ち、従前之を第
一・第一一に分ち、第一一外國語は随意科としてゐたのを、英猫佛語中、必ず二箇國語を選ばしめると共に、その時
間数を増したのである。而してこの改正學科課程は、その後大正七年に至るまで、大なる愛更もなかったのであ
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而して一一一十一一一年には、評議員假規程竝に教授會規程を設け、一一一十六年度からは、所謂赤丸の發表を爲した。
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此報告ヲ経ルー一先チ徴一一一一ロヲ附述セントス長崎ハ往年唯一ノ互市場一一シテ海外ノ文物本邦二傳來セシモノ皆此
要港ヲ経由セサルナク馨學ノ如キ固ヨリ然リトス而シテ本邦二於テ醤學校病院ヲ設ケテ泰西ノ瞥學ヲ教授シ
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縮アリ卜雄モ瞥學教育ノ系統ハ此地一一断絶セス今日第五高等中學校瞥學部ヲ設置セラル、堂一一偶然ナランャ
聞ク所二依レハ古來海外ノ文物ヲ輸入シタルト同時二痘瘡梅毒ノ如キモ亦長崎ヨリ輸入シクリ又近年數同虎
列刺病ノ椙祇ヲ全國一一是セシャ其源泉ヲ長崎二發セシモノ多シト云う他年黄熟「・へスト」ノ如キヲ本港二輸
入シ來ルャモ亦知ルヘヵラス宜ク戒慎スヘキナリ要スルーー九州ハ其地勢二依り清國ノ南部印度及南洋諸島等
ノ交通顔ル頻繁ナルノミナラス氣候温熱人口稠密ニシテ傳染病其他特異病ノ跡ヲ絶チシコトナク人ノ生命健
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一製煉室土蔵物置銃器室等百七坪餘
此建築費金一一千四百九十三回一一十一銭一厘
一寄宿舎木造二階家一一百八十八坪餘竝食堂賄所附麗家一一百七十七坪餘
此建築費金一萬千一一百九十七圓五銭一厘
以上建築ノ主要ナルモノーーシテ道路敷地買收土地全艦均シ堀井下水道路土堤一切ノ雑費計金六千三百回除ナ
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小官ノ深ク感侃スル所一一シテ今日ノ盛式ヲ學ケラル、一一至りタルモ亦閣下及諸君ノ賛助二由ラスンハァラス
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康ヲ損傷スルノ害因太〃多シ術生ノ道大一一講明セサルヘカラス此一一至テ之ヲ恩ヘハ本讐學部ノ設置ハ其緊要
ヲ感スルコト益旦深シ自今年“多数ノ卒業生ヲ輩出シ適格ノ醤師及薬剤師ヲシテ九州ノ全土一一普及セシメン
コトヲ期セサルヘカラス認テ所ル本馨學部ノ事業年ヲ途テ愈旦隆盛一一赴キ九州地方ノ幅枇無彊ナランコトヲ
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本學部校舍經誉其エヲ竣リ本日文部次官閣下親臨絃一一開校ノ盛典ヲ學行セラル不肖健康乏シキヲ馨學部主事一一
受クルヲ以テ此ノ學一一陪スルヲ得何ノ光榮力之一一週ンャ抑モ本學部ノ創立クル明治一一十一年四矧假リーー醤長崎
醤學校ヲトシ開設シグルヲ以テ規模狭臓一一シテ教場ノ配置宜シキヲ得ス従テ授業上不便亦少ナシトセス然しト
モ今ャ建築共エヲ告ケ書籍器械亦其傭スル一一至レハ爾来倍々教職員ト協同一致惠ラカヲ生徒陶冶一一霊シ愈々隆
盛ノ域一一進マシメント欲スルナリ夫レ本學部ヲ當初長崎ノ地一一設置セラレシハ固ヨリ種をノ原因アリ卜錐モ其
最大原因ハ長崎力従来一一是テ我國ノ警學上二幾多ノ功縛履歴アル｜一存スルナルヘシ故二今絃一一我國ノ上世一一於
ケル讐事ノ状態ヨリシテ泰西醤術ノ我國二渡来セシ概況ヲ述へ夏一一長崎ノ欝事上一一於ケル履歴ノ大略ヲ陳スル
ハ又敢テ賛事一一非サル可へシ
案スルーー我國一一ハ上古ヨリ瞥師ナキニアラス又病院ハ推古天皇施藥悲田ノ諸院ヲ設立セラレシ一一姑マリタレハ
我國ノ警事ハ已一一一一千餘年前一一胚胎セシモノト請うヘシ然しトモ惜哉警術ヲ行うモノ漸ク増加スル一一従ヒテ阿
テ夫ノシーポルト氏ノ如ク市中一一開業シ或ハ百患ヲ治療シ或ハ子弟ヲ教育スル等或國ノ瞥事一一向フテ大郷盆ヲ
與エシ外警モ賞一一少ナカラサリシナリ今ヲ距ルコト一一一十餘年印チ安政年間幕府蘭人制‐引引氏ヲ常長崎一一鵬シ醤
術ヲ傳智セシム之即チ公然泰西ノ瞥術ヲ本邦二輸入セシ濫膓一一シテ前キノ陸軍々醤總監松本順氏等ノ學ハ欝時
二成リシモノナリ其後文久元年印チ今ヲ距ルコト’’’十年前松本氏利引引氏ト共二幕府一一請願ジテ病院ヲ創立シ
傍ラ學塾ヲ設ヶ施治ノ際生徒ヲ教導セリ名ケテ精得館ト云上又一名ヲ養生所ト坪へり之し即チ洋流病院ノ噴矢
ニシテ方今尚一棟ヲ残ス之レヲ今日ノモノ一一比較スルトキハ共建築粗造一一シテ或ハ病院則一一屍ル虚アルヘヶレ
談迎合刀圭ヲ寳弄スルノ徒陸績世間二輩出シ實學ノ書流ハ世人ノ之ヲ敬信スルモノ少ナクーハ無學一一シテ富ミ
ーハ博學ニシテ貧シダ榮辱利害其身二切ナルーー至リテ學ヲ修ムルモノ日一一減シ術ヲ弄スルモノ日一一加ハル途一一
ハ活計糊口ノー賎業トナリ其甚シキ一一至リテハ病藏世用一一榧ヘサルモノ或ハ貧困生計ノ費ナキモノー薬ノ功能
ヲ知ラス病ノー病原理ヲ詳一一セス白カラ欝師ト稲シテ惜然趾ツルナク世人之レヲ許シテ疑ハス其極此種ノ自稲
醤天下一一充満シテ眞正ノ嘗道ハ蕩然地ヲ掃フニ至しり
年換ハリ星移り徳川氏ノ季世一タヒ米艦ノ浦賀二來泊セショリ天下ノ事物滕然トシテー愛シ吾嘗學ノ加キモ亦
夕従来ノ状態―一安ンスルコト能ハサルコト、ナリヌ然リ而シテ當時此ノ長崎ハ尤モ繁華ナル互市場ナリシヲ以
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期富ハ蓋シ健康力想像ノ及ハサル程ナラン文久二年ポⅢトイン氏ボン．へ氏一一代リテ擢
一一到り治療治ク及フ緒方戸塚ノ諸賢ヲ始〆トシ共教導ヲ受ケシ者数百人又氏二親灸
テ其ノ治轍ヲ贈マサルモノハ蓋シ少ナク慶應二年ポートイン氏國
二
二
九
一
一
一
一
八
數驚クヘキ程一一僅少ナリ今厘域内瞥師ノ総數二付共比例ヲ取レハ各畢校卒業者等一一尚内務省開業試験一一及第シ
タル者マテヲ合算スルモ其総数二對シ僅力一一百分ノー一一十弱一一週キスシテ其七十躯ハ墨テ從來ノ開業醤ナリトス
亦以テ開明ノ學術ヲ攻究シグルモノ少キヲ見ルヘシ而シテ今本學部厘域内人口五百七十九蔦九千九百五十一一人
二對照セハ瞥師総人員七千一一一百○七人ナルヲ以テ警師一人一一付人ロ七百九十一一一人餘ノ割二賞ル故二軍二此割合
ヲ以テ馨術ノ進歩シグル開明各國二對照スルトキハ警師ノ人口’一對スル割合多キヵ如シト錐モ其實開明ノ學術
ヲ攻究シリルモノ百分ノ一一一十弱トシテ誤ナキモノトスルトキハＥ域内ニテ共數僅力一一一一千百九十一一人除トナリ
共一人一一對スル人口一一千六百四十五人餘トナリ甚シク瞥師ノ少数ナルヲ知得スヘシ尚進テ全國瞥師ノ數二付共
比例ヲ學クレハ馨籍一一名ヲ存スル者四萬○一一百十五人ニシテ此ノ内一一一萬○○一一一人ハ従前開業醤ナリト之レヲ鹿
域内ノ比例ヨリシテ推究スレハ開明ノ學術ヲ攻究シタルモノハ一一一分ノ一一一週キスシテ之ヲ総人口一一對比スルト
キハ馨師ノ数僅少ナリトス然リ而シテ讐師ノ年ん死亡及上慶業スル者ハ前一一一筒年ノ平均數二摸レハ千○一一十四
人ナリト故一一前陳不足ト死亡慶業ノ欲ヲ補ハンニハ顔ル多数ノ醤師ヲ輩出セシメサル可ラス然ルー毎年平均帝
國馨科大學ヲ卒業スル者ハ凡ソ四十人府縣立馨學校卒業ノ者ハ凡ソ百人トスレハ最多数ノ補妖ハ各高等中等校
瞥學部ノ責〆｜一任セサルヲ得サルモノトス然ラハ醤學部力國家二負う虚ノ責任ハ賞一一重且大ナルモノト云フヘ
シ故二本墨部一一於テハ竣工ノ校舎ト共一一長ヘニ共ノ責任ヲ全フセンコトヲ期ス
マ①
絃二謎テ寶群ノ萬歳ヲ駅シ併テ來賓諸君ノ健康ヲ所ル
讐學部主事吉田健康ノ告示（省略）
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二匪事紛撞詫賢分散シ病院人ナキヲ以テ衰頽殆ント極マルマンスフェルト氏ノ技彌一一由リテ僅力一一餘喘ヲ通ス
ルノミ此時二賞テ世蓮一鍵シ大政至箪二出テ百歴悉ク學リ萬機振フ時ノ長崎府知事深ク嘗道ノ衰頽ヲ獣キ經瞥
順ル勉ム明治元年八月判事井上氏病院二臨ンテ生徒ヲ勵マシ且シ塾則ヲ編成シ更ラー一朝二請上精得館ノ名ヲ改
〆テ長崎府嘗學校トシ又理化教師トシテ列Ⅲ川列氏ヲ和蘭二鴫シ大一一書籍器械ヲ買上新塾ヲ開キ解剖局ヲ建ツ
ル等百事更ラニ進緒ヲ啓ク蓋シ現在ノ本部分教場ハ此ノ際ノ建築二係ルモノトス而シテ當時二左リテハ今ノ宮
中顧問官長與專齋氏等ノ諸士專ラ教授ノ大任一一方しり既ニシテ東京大學校ノ所轄トナリ其後又文部省ノ直轄ト
ナリ學堂再上増加シテ大上一一振上シカ明治七年臺濁ノ役アルーー會シ長崎醤學校麿セラレ臨時軍病院トナリ以テ
翌年二至ル明治八年ノ始〆當時ノ長崎縣令宮川氏官二若干ノ補助金ヲ仰キ絃二縣立病院ヲ起シ爵學校ヲ附属シ
テ患者ヲ治療セシメ傍ラ生徒ヲ教育セシム是レ印チ長崎醤學校ノ始メナリ其後数年ヲ経テ長崎馨學校ハ進化シ
甲種ノー一宇ヲ戴キ六年ノ星霜ヲ經即チ一一十一年三月一一一十一日ヲ以テ甲種長崎醤學校絃二濫焉長逝シ之二代ツテ
生し來ルモノハ即チ本學部ナリ鳴呼當地ハ西陸ノー小都ダル一一拘ハラス瞥術輸入ノ問屋トナリ名馨湧出ノ泉源
クルコト絃一一一一一十餘年其間固ヨリ幾多ノ盛衰アリト雄モ其本學部ノ瞥學上二尤モ確實一一シテ尤モ久シキ履歴ヲ
有スルハ争う可ラサルノ事實ニシテ於是手當長崎一一醤學部ヲ卜置セラレシハ抑モ偶然一一非ルナリ是ヨリ進テ本
學部力國家二對シ荷う虚ノ責務ヲ簡軍一一述ヘン一一本學部設置医域内一一於テ警師ノ總欺ヲ人口一一對照スルトキハ
共數ノ多キヲ感スルモ其中二就キ醤科大學或ハ瞥學部又ハ醤學校等ヲ卒業シ開明ノ學術ヲ攻究シタルモノハ共
一一蹄リマンスフエルト氏之レニ代ル學術ポートイン氏・ト
ー一國事紛擾諸賢分散シ病院人ナキヲ以テ衰頽殆ント極マ
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専門科と
せ
ら
る
醤學科課
程表
畢科課程
の改正
第一章第五高等學校前期
一一一一一一一
瞥學部第三同卒業生總代關岡景輝ノ答僻（省略）
然るに明治一一十七年六月一一十一一一日勅令第七十五號に基いて、高等學校令がなるものが制定せられ、第一一條は愛
にも記した通り、「高等學校に専門學科ヲ教授スル所」を以て本艘なし、瞥學部もそれに件うて學科課程も後表
の如く改正せられたのである。而して附則第五催には、。本令は明治一一十七年九月十一日ヨリ施行ス云々」と記
され、更に、。本令ヲ施行シ又一一一部ヲ施行スル所ノ高等中學校ノ學科ヲ履修スル年限内一一在ル生徒ノ篤一一蕾學
科を存スルコトヲ得」と規定した結果、後述の如く卒業生に一一種の別を生じたものである。而して文部省令第十
五號第十六銃及び明治一一一十年文部省令第一一一読に依って専門科とせられ、其の修了者は馨學得業士と瀞することを
得しめ、元高等中學校瞥學部卒業生は、卒業後一一一箇年の後、學力検定を経て得業士と稲することを得しめられる
こととなったのである。
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の在學生
而して一一一十年九月には、馨學部主事吉田健康氏卒去の爲、教授大谷周庵氏が同主事を命ぜられ、翌三十一年に
は大谷氏主事を免ぜられ、教授村上安藏氏が同主事を命ぜられ、同一一一十一一一年には田代正氏が代ったのである。今
参考の爲に、三十一一一年までの卒業生竝に同年の在校生を示せば左の通りである。
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●
柵蜘會の
各爵學部
の分立
然るに、明治三十一一年頃より、學制改革の運動起り、一一一十一一一年には、小畢校令の改正を見るに至り、一一一十四年
四月一日には、第一。第二・第三・第四各高等學校警學部は潤立して、夫を千葉・仙臺・岡山・金澤瞥學専門學
校となり、我が醤學部も、同時に分立して、長崎醤學専門學校と改稀せられ、弦に各高等學校は、工學部を有す
る本校を除いて、全く大學豫備教育機關となったのである。
次に記して置きたいのは、瞥畢部の校友會たる研珸會に就いてである。即ち研爵會は、本部に於ける龍南會の
創立に刺激されて、明治一一十八年、その成立を見たのである。
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第一條木曾ハ馨學及藥學二開スル學術ヲ研究シ且會員相共二智穗ヲ磨キ身艦ヲ練り交誼ノ親密ヲ計ルヲ以テ
第二催
第三篠
第四陳本會ハ名譽特別通常ノ三會員ヨリ成ル
第一項名譽會員ハ第五高等學校馨學部職員ヨリ成ル且該部二縁故アルモノヲ以テ名譽會員二推薦スルコト
第一一項特別會員ハ第五高等學校嘗學部卒業生ヨリ成ル
但卒業受験生ハ特別會員二編入スルモノトス
第三項通常會員ハ第五高等學校瞥學部生徒（卒業受験生ハ除ク）ヨリ成ル
第五條本會ノ目的ヲ達成センカ爲〆左ノ事業ヲナス
第一項毎年一月一一月四月五月九月十月十一月第一一一土曜日一一相會シ醤學藥學其他有盆ナル學術上ノ演説討論
第一一一項春秋一一回蓮動會ヲ開ク其細則ハ別二定ムルモノトス
第六催第六峰、第七條（九項）、第八條（三項）、第九條等ノ會務ノ各條ハ省略
第十篠（一一項）、第十一篠、第十二條等ノ會議ノ各條モ同然
第十三篠本會ハ左ノ寄附金及會費ヲ以テ維持スルモノトス
第一項名譽會員ヨリハ毎月其俸給（胖鰄柳）一一百分一ノ寄附ヲ仰クモノトス
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全國特有の高等學校となったのである。
かくて同年、本校建物の東側に工學部生徒控所を、一一一十一年、理化學實験室二棟の外教室實験工場を、三十一一一
年、實駿工場附鬮家一棟を新築して，漸次内容の充實を計ったのである。而して三十一一年十一月を以て改正せら
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明治一一十七年、第三高等學校には、法・瞥・工の一一一學部のみに留めて、純然たる専門的教育機關と爲し、、奮豫科
●
生は第四・第五の一一高等學校に分配せられ、第一・第一一・第四・第五の四高等學校に於ては、夫存欝學部及び大
しよ『『ノ。
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但名譽會員ニシテ本學部ノ職員一一アラサル者及本學部ノ職員ニシテ寄附ノ金額一個年壹圓一一充夕サル
者ハ毎年二回春秋一一各五拾銭以上ノ寄附ヲ仰クモノトス
第一一項特別會員ヨリハ卒業受駿生トナリクルトキ及卒業證書ノ授與ヲ受ケクルトキ各金暴圓ヲ一一回一一徴收
シ共他ハ別一一會費ヲ徴收セサルモノトス
但本會成立以前一一係ル卒業生ハー同或ハーー一同（窄蝿峰）一一金六回ヲ徴收スルモノトス
第一一一項通常會員ハ毎畢期各金武拾鐘宛徴收シ授業料日一一之ヲ納ムルモノトス
第十四條第十五條、第十六催、第十七條ハ省略
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此會則ノ修正ヲ必用ト認ムルトキハ會員一一一十名以上ノ賛成ヲ得評議員會二提出スルコトヲ得へシ
以てその内容を察することが出来ると共に、大學豫科たる本部の龍南會とその趣を異にしてゐることか察せられ
此外、讐學部に於ける協議會更修學放行等に就いても、記すべきことは多々あるが、一切之を省略する。
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學豫科を置かれたことは既に述べた。然
るにその結果、高等中學校設置厘域の存
在は意義を有しなくなった爲に、二十九
年六月には、来る三十年四日以降、該設
置厘域に依らざる儀と心得べき旨の訓令
第馳が發せられ、二十九年七月には，薑豫科
鵜を全麿せらるシに至り、我が第五高等學
》枝には、一一一十年四月十七日、文部省令第
螂六號を以て、明治一一十七年の勅令第七十
園五號高等學校令第四催に依り、修業年限
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、
同
年
七
月、本校教授櫻井房記氏が工學部主事を
命ぜられ、舷に本部と二學部とより成る
